
年
（
明
治
二
八
年
）
一
二
月
二
二
日
に
撮
っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本

で
の
最
初
の
手
の
写
真
は
ど
ん
な
写
真
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
第
一
高
等
学
校
水
野
敏
之
丞
先
生
ら
に
よ
っ
て
明
治
二

九
年
三
、
四
月
に
撮
影
さ
れ
て
い
る
と
確
か
に
考
え
ら
れ
る
が
、

演
者
は
未
だ
そ
の
写
真
を
見
て
い
な
い
。
謎
は
ま
だ
解
け
て
い
な

ｊ
ｏ

Ｉ
ｖ

（
金
沢
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
）

振
動
障
害
の
原
因
と
な
る
代
表
的
な
工
具
と
し
て
の
圧
搾
空
気

工
具
は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
使
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

の
鉱
山
で
は
一
八
三
九
年
か
ら
圧
搾
空
気
さ
く
岩
機
の
使
用
が
は

じ
ま
っ
た
と
い
う
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
八
四
九
年
に
製
造
が
始

ま
っ
た
。
日
本
で
も
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
さ
く
岩
機
の
試

用
が
始
ま
っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
付
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は

一
九
○
五
年
に
出
現
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
林
業
へ
の
チ
ェ
ン

ソ
ー
の
導
入
は
第
二
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
各
種
の
圧
搾
空
気
工
具
や
チ
ェ
ン
ソ
ー
は
一
九
世

紀
後
半
か
ら
二
○
世
紀
は
じ
め
に
使
用
が
始
ま
っ
た
が
、
振
動
障

害
が
注
目
さ
れ
る
の
は
二
○
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま

り
振
動
障
害
は
二
○
世
紀
の
職
業
病
な
の
で
あ
る
。

圧
搾
空
気
工
具
の
使
用
で
発
生
し
た
指
の
循
環
障
害
を
は
じ
め

“
工
具
に
よ
る
振
動
障
害
の
歴
史三

浦
豊
彦
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て
報
告
し
た
の
は
イ
タ
リ
ア
の
Ｐ
自
信
四
》
の
．
で
一
九
二
（
明
治
四

四
）
年
の
こ
と
で
、
日
本
で
は
多
く
の
企
業
家
の
反
対
の
な
か
で
「
工

場
法
」
が
や
っ
と
制
定
さ
れ
た
年
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
国
四
日
芦
○
国
》
少
．
女
史
が
一
九
一
七
年
に
さ
く
岩

機
を
使
用
す
る
石
切
工
の
手
の
循
環
障
害
を
報
告
し
た
。

第
二
次
大
戦
前
の
一
九
二
九
～
三
八
年
の
間
に
ド
イ
ツ
で
は
職

業
病
の
な
か
で
圧
搾
空
気
工
具
に
よ
る
筋
肉
、
骨
、
関
節
の
疾
患

が
三
・
九
四
％
発
生
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
わ
が
国
で
は
当
時
は
難
聴
も
振
動
障
害
も
業
務

上
疾
病
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
工
場
監
督
官
年
報
に
も
そ

の
数
は
見
ら
れ
な
い
。

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
村
越
久
男
が
打
鋲
機
を
二
八
年
使

用
し
た
労
働
者
の
障
害
を
報
告
し
、
そ
れ
に
付
加
し
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
で
お
こ
っ
た
障
害
も
報
告
し
た
。
こ
れ
が
わ
が

国
で
の
振
動
障
害
の
最
初
の
論
文
で
あ
る
。

以
後
、
振
動
障
害
に
つ
い
て
の
報
告
が
増
加
し
て
く
る
。
た
だ

し
、
戦
前
は
振
動
障
害
は
業
務
上
疾
病
に
は
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

戦
後
、
振
動
障
害
が
社
会
的
に
関
心
を
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
林
業
こ
と
に
国
有
林
に
エ
ン
ジ
ン
付
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
が
急

激
に
導
入
さ
れ
は
じ
め
た
一
九
五
○
年
代
後
半
以
後
の
こ
と
で
あ

る
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
に
よ
る
「
白
ろ
う
病
」
と
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
に

も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
社
会
の
注
目
を
ひ
い
た
。
こ
と
に
他
の
職
業

病
と
こ
と
な
り
、
本
人
が
指
の
異
常
な
感
覚
を
感
じ
た
り
、
白
ろ

う
現
象
（
レ
イ
ノ
ー
現
象
）
が
肉
眼
で
見
え
る
こ
と
も
特
徴
だ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
も
「
振
動
に
よ
る
白
指
言
耳
目
○
昌
且
月
＆
言
冨
蔚

吊
言
帰
Ｈ
》
臼
雪
国
）
と
か
、
し
び
れ
や
痛
み
を
含
め
て
振
動
症
候
群

（
三
冒
胃
５
．
ｍ
百
日
○
ョ
①
）
と
よ
ん
で
い
る
。

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
ほ
か
、
鉱
山
や
石
切
場
の
さ
く
岩
機
、
工
場
の

エ
ア
ー
ハ
ン
マ
ー
な
ど
、
工
場
で
も
「
白
ろ
う
病
」
が
問
題
に
な

る
よ
う
に
な
っ
た
。

特
に
、
さ
く
岩
機
で
は
圧
搾
空
気
で
レ
ッ
グ
の
伸
び
る
レ
ッ
グ

さ
く
岩
機
が
普
及
す
る
に
つ
れ
、
振
動
障
害
が
増
加
し
た
。

振
動
に
よ
る
末
梢
循
環
障
害
は
血
管
緊
張
、
あ
る
い
は
血
管
壁

の
変
化
、
血
液
性
状
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
血
流
量
の
減
少
に
よ

っ
て
お
こ
る
。

振
動
障
害
と
し
て
の
レ
イ
ノ
ー
現
象
は
、
レ
イ
ノ
ー
病
と
は
こ

と
な
り
、
職
業
性
レ
イ
ノ
ー
症
候
群
で
あ
る
。

そ
の
他
、
末
梢
神
経
障
害
に
よ
る
知
覚
鈍
麻
、
骨
、
関
節
、
筋

肉
な
ど
の
障
害
も
あ
る
。

す
で
に
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
に
国
有
林
を
管
理
す
る
林
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一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
に
労
働
省
は
振
動
加
速
度
三
Ｇ
以
上

の
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
販
売
を
禁
止
し
た
。

そ
の
他
、
リ
モ
コ
ン
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
開
発
、
さ
く
岩
機
に
は
ク

ロ
ー
ラ
ド
リ
ル
な
ど
の
遠
隔
操
作
な
ど
も
導
入
さ
れ
て
、
次
第
に

障
害
が
減
少
し
て
き
た
。

一
九
七
○
年
代
後
半
に
は
二
、
○
○
○
人
を
こ
え
た
振
動
障
害

の
新
規
認
定
者
数
が
、
現
在
は
二
○
人
を
こ
え
る
程
度
に
ま
で
減

少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
工
具
で
は
な
い
が
オ
ー
ト
バ
イ
を
常
時

使
用
す
る
人
達
の
間
に
も
同
様
の
障
害
が
あ
る
。

問
題
に
な
り
は
じ
め
た
の
は
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
こ
ろ
か

ら
で
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
に
乗
る
郵
便
配
達
員
の
問
に
、
手
指
の

「
白
ろ
う
現
象
」
が
報
告
さ
れ
は
じ
め
た
。
私
も
一
九
七
八
（
昭
和

五
三
）
年
秋
に
長
野
県
で
、
こ
う
し
た
人
達
の
健
診
を
行
っ
て
、
軽

症
の
者
を
発
見
し
た
。

（
労
働
科
学
研
究
所
）

妾
ご
毛
に
。

野
庁
と
労
働
組
合
の
間
で
、
「
振
動
障
害
に
関
す
る
協
定
」
が
結
ば

れ
、
工
具
の
操
作
時
間
は
一
日
二
時
間
以
内
、
週
五
日
以
内
、
月

四
○
時
間
以
内
、
連
続
操
作
日
数
は
三
日
以
内
な
ど
の
規
制
が
で

西
欧
に
お
け
る
「
社
会
衛
生
」
思
想
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、

印
画
鳥
》
］
・
詞
に
よ
っ
て
そ
の
端
緒
が
開
か
れ
、
フ
ラ
ン
ス
人
権
思
想

を
基
礎
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
社
会
医
学
理
論
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、

ｚ
①
匡
目
國
邑
ご
い
、
と
ぐ
弓
ｇ
ｏ
葛
書
記
・
Ｆ
ｏ
に
よ
っ
て
顕
揚
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
一
八
九
○
年
代
か
ら
一
九
○
○
年
に
か
け
て
、
Ｑ
○
号
目
．

シ
，
を
中
心
に
し
て
、
「
社
会
衛
生
学
⑦
。
圃
邑
層
四
の
ロ
の
）
」
が
思

想
か
ら
科
学
へ
と
構
成
さ
れ
は
じ
め
た
。
⑦
３
冒
言
は
、
「
社
会
衛

生
学
は
、
時
間
的
・
空
間
的
お
よ
び
社
会
的
に
一
つ
の
集
団
に
属

す
る
個
人
お
よ
び
そ
の
子
孫
の
総
体
の
間
に
衛
生
的
文
化
の
普
遍

化
に
必
要
な
諸
条
件
を
研
究
し
、
そ
の
衛
生
的
文
化
の
一
般
化
を

目
的
と
す
る
方
法
論
を
研
究
す
る
学
で
あ
る
。
」
と
定
義
し
た
。

明
治
中
期
以
降
、
日
本
に
も
社
会
衛
生
学
が
移
入
さ
れ
る
。
そ

の
定
着
の
思
想
的
土
壌
と
な
っ
た
の
は
、
社
会
進
化
論
、
社
会
主

45

近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
衛
生
学
理
論

瀧

澤

利

行
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